平成２５年　第３回兵庫ユース委員会　　議事録
ユース委員会名語録『センターはかわいい子の方がいい』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成:長谷川大起
日時：2013年　7月21日【日曜日】１３：０５分～１６時５０分
◆場所：神戸市青少年会館　６階　会議室
◆参加者
委員長・田井勇輝(尼崎)　
副委員長・白川龍彦(神戸垂水)、梅田華奈(はりま) 、長谷川大起(神戸)
各地区：小野雄基（尼崎）、浅海定人(阪神北)、北村宗豊(阪神さくら)、吉田拓馬(神戸)、
　　　　　安達充洋(神戸垂水)、入江精(姫路)
アドバイザリースタッフ：藤澤拓也(神戸65団)
担当コミッショナー：家門秀行(県副コミッショナー)、藤尾盛二郎(西宮11団)

参席者：第12期VLAC米田烈(明石5団)
◆費用：15,100円(交通費)
◆報告事項
１、前回のユース委員会の報告
２、理事会、委員会の報告
　７月の理事会にて、ユース委員会に『兵庫県青少年団体連絡協議会の幹事を選出してほしい』と依頼があった。→のちに協議。
　国際委員会より。アイルランド語学研修(ＲＳ対象)に吉田(神戸16)、山本(神戸58)の両名が参加。韓日スカウトフォーラムに立花(西宮27)、吉沢(姫路6)の両ＶＳが参加。県連独自の海外派遣にエントリー有。１６ＮＪに参加するネパールのスカウトのホームステイ受け入れ。10/19～20のＪＯＴＩ／ＪＯＴＡに、英語ができるユースの協力を願いたい。

　野営・行事委員会より。船坂で現地委員会を開く予定。植樹(サクラ)もしたい。
　組織拡充委員会より。ユース委員会でもっと理事会で意見を出して、すごいことをしてほしい(具体的には不明)。

　 ３、各地区の報告（報告のあった所のみ）
　　　　尼崎地区：６月２８日地区ユース委員会。

８月３１日地区ユース会議（次期委員長をどうするか等）を行う。

１０月１３日地区の奉仕（アマフェス）でモンキーブリッジなどを作る。

       阪神北地区：ベンチャーフォーラムをまだ行えていない。

　　　　阪神さくら地区：地区ユース運営メンバーが３、４名から７、８名に増加。

　　　　　　　　　　　　　　９月に西宮ワイルド塾の奉仕。
神戸地区： 地区ユース委員会(メンバーを増やすにはどうするか、名簿作成)。
　　　　　　　　７月１４日ベンチャーフォーラム。
　　　　　　　　１０月にkyss(神戸地区のユースキャンプ)を開く。
　　　　神戸垂水地区：6月16日ベンチャーフォーラム。１６ＮＪのISTにローバーから３名が奉仕。
　　　　姫路地区：７月２１日ベンチャーフォーラム。
　　　　　　　　　　　９月振興大会奉仕。
　　　
　　　　はりま地区：地区組織拡充委員会に梅田副委員長が参加、一般対象の小運動会かキャンプを来年実施予定。
　　　　但馬地区：６月２３日但馬地区振興大会に白川副委員長が見学。
　　　　　　　　　　　７月１９日但馬地区協議会にて白川副委員長が参席し、ベンチャーフォーラムの
実施を提言した。
　◆協議事項
　①県ベンチャーフォーラム(８月３１日～９月１日)について　
　　　※７月１４日に家門副コミッショナー・藤尾副コミッショナー・梅田副ユース委員長で協議。今回もスカウト委員会・コミクルー・ユース委員会の三者で共同運営とする。備品・食糧などの担当はスカウト委員会で、窓口は岡田さん・阿部さん。テーマは『自然災害や環境被害に備える』
スケジュール詳細
　１日目スタッフ集合時間、１５：３０～１８：００間、キャンプファイヤーの詳細
　　　　　・スタッフ(ユース、VLAC、スカウト委員会)は１０：００に集合

＊遠方の人は１２：３０までに来られるように配慮する。
　　　　　・15：50まで懇親会をVLACが取り仕切り、16：00からユースが災害時を想定したゲーム(担架リレー)を行う、ゲーム終了後に災害時の炊き出しを想定した夕食準備、このときゲームの順位で各班が担当するものが決まる(夕食献立・牛丼、豚汁)
　　　　　　アイスブレイクはいらないのでは。代わりに、懇親会を入れる。

　　　　　・各テントサイトで、小さな焚き火を囲み振り返り等をする(直火がokか確認をとる)

　　　　　　＊雨天時はシェルターでランタンを囲む
　　人員について…今回もアドバイザーにはいてほしい(米田ＶＳより)
　　現時点で参加可能なユース…浅海、梅田
　　　※人数が少ないので、ユース委員会以外からもメンバーを募る？

　　　
　②全国ローバースカウト会議（RCJ）の報告（吉田拓馬ＲＣＪ県代表加盟員より）
　　５月２５～２６日の全国大会(香川県高松市)と同時に『第１回全国ローバースカウト会議』『第２回全国ローバースカウト会議総会』を開催。
　　憲章案についての焼き直し、次年度の事業計画(１６ＮＪ内でローバーナイトを開催)などについて。
　　他県のスカウトと議論する中で、兵庫は県レベルでの横のつながりが近畿圏の他県連に比べ先進的であることが分かった。半面、愛知連盟のようにさらに大規模なつながりを有するところも多い。

　　参加都道府県は３３県で、４７県集まらず(沖縄、北海道等のように、名前は上がっていたが不参加のところもある)

　　ユース委員会内で、１年間議論してきたが、決まったことがローバーナイトの開催だけであるようにしか見えないとの意見もあった。
　③ユースフォーラム反省　白川実行委員長より資料を配布。
参加者は６名（実行委員のユースを含む）、夕食のみ参加４名、ＶＳ４名（講演聴講者） 成人支援者６名。

プログラムの流れ 

１日目 設営・開会式・基調講演『ユース年代に求められるもの(仮題)』(森地県コミッショナー)・分科会１・海外派遣報告会『平成 23 年度富士スカウト特別海外派遣』(さいたま第１団 RS・越智萌子氏)・夕食準備→夕食・懇親会 
２日目 朝食準備→朝食・朝の集い・分科会２・昼食・採択文策定・採択文発表・撤営・閉会式  

第２回 ひょうごユースフォーラム採択文・提言文は以下の通り。
私たちが考えるローバリングとは？ 

放浪を通じて、自我の確立を目指す。 

RS 以上の加盟員にローバリング・トゥ・サクセスを読んでもらい、理解を深めてもらう。 

各地区にローバー（ユース）の担当コミッショナーを決めてもらい、地区ユース委員会と協力し、サポートしてもらう。 

同時に、県ユース委員会にスカウト運動改善を見据えたローバリングの中長期的な指針の検討を依頼する。 

日本連盟に対しては、プログラムは中長期的な視点で策定して頂きたい。日本連盟は加盟員の増減にかかわる事案は、慎重に検討して頂きたい。 

平成25年6月29・30日　第２回 ひょうごユースフォーラム 参加者一同 

今回のユース委員会では、この採択文をもとに、各委員が【中長期的指針】について次回のユース委員会までに考えてくることとなった。
目標は達成できたか？

１．兵庫連盟としての採択文・アクションプラン・提言文の作成および提出 

一応は達成。ただし、今回の採択文については、その書式についても含め原則として全て参加者に一任したため、採択文が依頼する格好に見える・抽象的に見える、などの稚拙な面も多々あるが、それらはすべて、実行委員長のアドバイス不足である。
２．第２回ＲＣＪ総会参加者の報告 

 海外派遣報告会の中で、吉田拓馬ＲＳ本人より報告を行った。
３．兵庫県下のＲＳが集まる機会の創出 

 実際には参加人数はかなり少なく、１班編成で議論をせねばならないほどであった。参加人数が少なくなった要因を追求する必要がある。 

４．海外派遣の報告の場を活用した、日連主催各種海外派遣事業への啓蒙 

 当初予定していた３名の候補者(①松浦慎之介氏／西宮10団RS・2010年度バングラ、②藤井信宏氏／伊丹12団AVL・2011年度ウガンダ、③國府田華子氏／尼崎３団RS・2012年度CJK)はスケジュールの都合で招致できなかったが、埼玉より越智萌子氏を招致できた。特に、兵庫では30年間実績のない富士特別海外派遣の内容をお話しいただけた事、荒西国際委員長に越智さんの送迎や各種制度の紹介をしていただいた事は、大変よい機会であった。ただし、モチベーションの高い観客が集まったとはいえ、数が少なかったのが悔やまれるところである。 

５．全国ユースフォーラム参加者の選出 

 ひょうごユースフォーラム参加者の中に、日程を開けられる者がおらず、達成できていない。 

その他の感想・意見など
・今回のフォーラムをキャンプ形式で行なったことは、とてもよかったと思う。スカウト活動の基本である、野外で実施することによって、開放的となり、自身の気持ちもリフレッシュされ、フォーラムに好影響が出た。自分たちで、作り上げることの素晴らしさや、仲間と野外で活動できる幸せを感じた。 

・森地県コミッショナーより『ユース年代に求められること』というテーマで講演をいただけたのは大変よかった。フォーラム開始前に参加者の中で『ボーイスカウトとは』『ユース(年代)とは』を認識させておくのはとても重要なことだからだ。 

・参加者が大変少なかったが、テーマに合った「ユースとは何か」を通じ、若手リーダーが置かれている現状が少しでも把握できたことがよかった。 

・県や日連主催のフォーラムも、スカウト教育法に則り、野営形式による野外でのフォーラム開催としては。結果、今回のように、屋内でするような閉鎖的ではなく、他の方に様子を自由に見てもらえる。 

・①“ローバー”と“ユース”の言葉の使われ方が未統一。②今回のフォーラム採択文内容より、歳の近い先輩からのアドバイス・サポート・フォローも必要故、同じ机で議論するユースフォーラムも 29 歳までを対象にすべき。①②より、日本連盟もユースの括りを兵庫連盟同様、29 歳までにすべき。 

・偶然他のプログラムと会場が重なった為、他の方々にフォーラムの様子や実施状況を見て頂けた。
・意図的だったのか、ただ単なる報告会で終わるのかと思われた越智さんの発表が、フォーラムの話し合いの中で参考となった。 

・アドバイスのおかげで、参加者みんなで作ってみんなでつつける形式の食事は、実行委員だけが調理をしなくて済むという負担減と、参加者同士の交流を深める、良い手段と考えられる。 

・理解ある 30 歳以上のアドバイザーの適度な協力もユースにとって大切である。 

・再考すべき事項…今回以上の参加人数でも対応できるプログラム、会場(駐車場スペースも)、費用であったのか。今回同様時間に余裕を持てたか。雨天時でも対応できる会場だったか。 

・実行委員も同世代で、フォーラムに参加して、日頃顔を会わすことのない仲間と忌憚のない議論を交わすことが新鮮であった。あまり慣れてないメンバーから違う視点からの意見もあり、とても熱い議論が交わされた。人数が増えればもっと熱く、いろんな考えをもったメンバーで議論を交わすだろう。 

・こういう活動を後輩達に見せて、ローバーやユース世代になっても、まだまだ遊んだり、自分の道を見つけたり、できることはいっぱいあるぞ、と見せつけてやりたい。 

・海外派遣報告会では、報告の中で、第一に自己鍛錬、そして他へのつとめという話をされていた。これは自己鍛錬と奉仕を繰り返し行なってきた人でないと、なかなかそのような考えにたどり着かず、
２０歳にしてその考えを持つに至るのはすごいことだ。（身近に良い指導者がいたのかもしれないが） 

・ユースフォーラム採択文の中にローバー担当コミッショナーをと書かれていましたが、自己鍛錬と奉仕を本当に理解しているローバー担当コミッショナーは本当に必要かもしれない。 

・海外派遣について、本来聴いてほしいＶＳ・ＲＳの参加がたいへん少ないのはとても残念。 

・もっと多くのユースが参加し、交流の輪が広がればと思う。その糸口をつかむためにも、時間を空けてぜひ参加してほしい。
　④平成２５年度全国ユースフォーラム(９月２１～２３日)の参加者選出について

　　先述の通り、ひょうごユースフォーラム参加者からは選出できなかった。
　　ユース委員の中でも、当日の都合がよく、参加条件を満たしている者はいない。

　参加者申し込み締め切りは８月２５日までなので、各地区で呼びかけをして参加者を募集することとした。
　⑤兵庫県青少年団体連絡協議会の幹事会メンバー選出について
　　理事会報告にもあった、青団連の幹事会にユース委員会から参加して欲しい、というオファーに対して。

　　　誰か１人が固定の担当になるのは、かなりの負担になりかねないので、こちらとしては「シフトローテーションで行く」ということを提案することとした。→南事務局長にその方法での出席でも問題ないかどうか、確認しておくこと。
※連絡事項　　各常設委員会への出席
　次回のユース委員会がある８月１８日まで他の委員会がないので、その時に決める

次回の予定：第４回　兵庫県ユース委員会
　　　　　　　　　　　　　　平成２５年８月１８日（日）
　　　　　　　　　　　　　　午後１３：００～１７：００　神戸市青少年会館にて予定　
　　　　　　　　　　　　　　議長；白川副委員長
